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国
の
礎
と
な
っ
た
多
く
の
戦
友
達
の
お
蔭
と
感
謝
し
な
が

ら
、
戦
友
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
幸
せ
を
壊
す
い
か
な
る
名
目
の
戦
争
も
避

け
る
べ
き
で
あ
り
、
あ
の
悲
惨
さ
を
次
の
世
代
に
経
験
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
、
語
り
継
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

中
国
大
陸
・
北
辺
か
ら

南
支
ま
で
幾
千
里

香
川
県

石

井

康

一

私
は
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
八
月
十
七
日
生
ま
れ

で
す
。
家
族
は
両
親
の
下
に
姉
弟
八
人
、
全
部
で
十
人
の

大
家
族
で
、
そ
の
中
で
私
は
長
男
で
四
番
目
の
子
で
し

た
。
家
は
農
業
を
営
み
、
約
一
町
歩
ほ
ど
の
耕
作
を
し
て

い
ま
し
た
。
近
隣
で
は
大
百
姓
と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
で

し
た
。

ご
承
知
と
存
じ
ま
す
が
、
瀬
戸
内
海
は
九
十
九
島
（
多

島
美
）
で
、
小
豆
島
は
淡
路
島
を
除
い
て
一
番
大
き
い
島

（
三
カ
町
あ
る
）
で
す
。
数
多
く
の
島
々
は
永
年
の
風
雨

波
浪
に
耐
え
た
松
林
や
、
岩
頭
に
根
を
張
っ
て
頑
張
っ
て

る
古
木
は
樹
齢
幾
百
年
、
そ
の
生
き
様
は
私
達
日
本
人
の

誇
り
と
言
う
か
、
心
を
打
ち
、
一
幅
の
絵
の
ご
と
く
で

す
。ま

た
、
四
国
八
十
八
カ
寺
の
霊
場
巡
拝
に
は
数
十
日
も

掛
け
て
全
国
よ
り
多
く
の
人
達
が
巡
礼
さ
れ
ま
す
。
わ
が

小
豆
島
に
は
島
四
国
と
申
し
ま
し
て
八
十
八
カ
所
の
霊
場

が
あ
り
、
数
日
で
一
巡
で
き
ま
す
。
昔
よ
り
摂
津
、
播

州
、
備
前
や
遠
く
山
陰
方
面
か
ら
も
多
く
の
参
拝
巡
礼
者

が
来
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
他
人
に
親
切
で
人
情
味
豊
か
で

す
。
私
は
良
き
国
、
佳
き
人
達
に
接
し
な
が
ら
成
長
し
ま

し
た
。

た
だ
残
念
な
こ
と
は
父
親
が
若
く
し
て
不
帰
の
客
と

な
っ
た
こ
と
で
す
。
私
が
小
学
校
を
卒
業
し
、
さ
ら
に
進

学
す
べ
く
勉
強
し
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
し
た
。
家
庭
状

態
を
思
う
時
に
、
僅
か
十
五
歳
の
少
年
で
も
、
私
は
「
俺

は
長
男
だ
」
と
自
覚
し
ま
し
た
。
農
耕
は
大
変
重
労
働
で
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す
が
「
俺
が
や
ら
ね
ば
誰
が
や
る
の
だ
」
と
自
覚
し
ま
し

た
。
わ
が
肉
体
（
膚
力
）
と
牛
一
頭
が
す
べ
て
の
動
力
で

し
た
。
一
町
歩
の
田
畑
、
一
頭
の
牛
、
そ
し
て
母
と
共
に

弟
妹
た
ち
の
面
倒
を
み
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

牛
の
飼
料
は
山
野
草
と
稲
藁
で
す
。
そ
の
糞
は
堆
肥
と

し
て
田
圃
へ
還
元
し
ま
す
。
親
戚
の
叔
父
、
叔
母
、
従
兄

弟
等
も
農
繁
期
に
は
手
助
け
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
の
徴

兵
検
査
の
頃
は
姉
は
巣
立
ち
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を

進
む
べ
く
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
四
人
の
弟
妹
は
ま
だ
乳

離
れ
で
き
ず
で
し
た
。

徴
兵
検
査
で
は
第
一
乙
種
合
格
を
申
し
渡
さ
れ
ま
し

た
。
役
場
の
兵
事
係
が
「
石
井
さ
ん
、
貴
男
が
一
家
の
大

黒
柱
で
す
。
本
来
な
ら
兵
役
延
期
の
届
け
を
提
出
し
て
貰

う
と
こ
ろ
で
す
が
、
大
東
亜
戦
争
で
戦
線
拡
大
の
一
途
を

走
っ
て
い
る
時
で
す
。
申
請
は
致
し
兼
ね
ま
す
。
後
顧
の

憂
い
無
き
よ
う
銃
後
は
皆
さ
ん
で
協
力
し
て
守
り
ま
す
。

心
置
き
無
く
皇
国
の
た
め
に
働
い
て
下
さ
い
」
で
し
た
。

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
三
月
一
日
、
広
島
第
六
部

隊
に
集
合
で
し
た
。
二
月
の
末
に
大
勢
の
人
に
見
送
ら
れ

て
入
隊
し
ま
し
た
。
営
庭
に
全
員
集
合
し
ま
し
て
軍
服
、

シ
ャ
ツ
（
襦
袢
）、
パ
ッ
チ
（
袴
下
）
そ
れ
に
軍
帽
を
貸

与
さ
れ
、
私
服
は
風
呂
敷
に
包
み
、
各
人
宅
へ
郵
送
す
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
一
週
間
ど
こ
で
何
を
し
た
か
完
全
に

忘
れ
ま
し
た
。
た
だ
船
便
と
各
部
隊
の
集
合
待
ち
で
し

た
。博

多
の
港
を
出
帆
し
て
玄
界
灘
の
三
角
波
に
船
は
木
の

葉
の
ご
と
く
上
下
左
右
に
揺
れ
、
全
員
船
酔
い
で
し
た
。

釜
山
へ
上
陸
し
、
一
路
鉄
路
を
北
西
へ
と
進
み
、
龍
山
か

ら
日
本
海
沿
い
に
走
り
、
会
寧
、
図

と
豆
満
江
を
渡
り

満
州
へ
入
り
ま
し
た
。
現
隊
は
牡
丹
江
に
あ
り
、
し
か
も

戦
車
師
団
で
、
自
分
の
中
隊
は
師
団
防
空
第
六
中
隊
（
機

関
砲
）
で
し
た
。

日
本
で
は
四
月
に
な
れ
ば
「
花
だ
よ
り
」
が
届
く
頃
で

す
が
、
こ
こ
牡
丹
江
は
、
ま
だ
日
陰
に
は
黒
く
な
っ
た
雪

溜
り
が
あ
っ
て
寒
か
っ
た
も
の
で
す
。
約
一
カ
月
初
年
兵

教
育
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
十
九
年
四
月
下
旬
に

「
原
隊
へ
追
随
せ
よ
」
で
し
た
。
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こ
こ
で
戦
車
師
団
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

戦
車
師
団
編
成
に
あ
た
り
て
。

昭
和
十
五
年
十
二
月
下
旬
よ
り
同
十
六
年
六
月
の
間
、

ド
イ
ツ
・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
総
統
の
機
甲
軍
団
の
電
撃
作
戦
の

戦
果
に
鑑
み
、
山
下
奉
文
中
将
を
団
長
と
し
て
日
本
陸
軍

は
機
甲
化
の
た
め
「
ド
イ
ツ
」
に
軍
事
視
察
団
を
派
遣
し

た
。「

注
」
昭
和
十
四
年
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
変
に
て
関
東
軍

は
ソ
連
（
現
ロ
シ
ア
）
外
蒙
軍
に
大
敗
し
た
。
よ
っ
て
機

甲
軍
団
編
成
促
進
の
気
運
を
高
め
た
。
従
来
日
本
軍
は
歩

兵
戦
で
「
大
和
魂
で
す
べ
て
勝
算
あ
り
」
だ
っ
た
。
そ
し

て
動
力
は
軍
馬
が
主
だ
っ
た
。
そ
の
戦
力
た
る
や
雲
泥
の

差
が
戦
場
に
如
実
に
現
わ
れ
、
有
為
な
部
隊
を
壊
滅
さ
せ

た
の
だ
。

昭
和
十
七
年
六
月
二
十
四
日
、
第
一
機
甲
軍
団
が
創
設

さ
れ
た
。
戦
車
第
一
師
団
（
寧
安
）、
同
第
二
師
団
（
佳

木
斯
）
及
教
導
戦
車
軍
団
（
四
平
街
）
等
が
編
成
さ
れ

た
。
い
ず
れ
も
現
中
国
東
北
部
（
旧
満
州
）
だ
っ
た
。

昭
和
十
八
年
十
月
、
機
甲
軍
団
は
さ
ら
に
改
編
さ
れ
ま

し
た
。
第
一
・
第
二
・
第
三
と
三
分
割
さ
れ
て
、
戦
車
第

一
師
団
は
日
本
内
地
の
帝
都
防
衛
の
た
め
に
関
東
地
方
へ

移
駐
し
、
戦
車
第
二
師
団
は
南
方
戦
線
に
注
入
す
べ
く
、

時
の
第
十
四
方
面
軍
司
令
官
・
山
下
奉
文
大
将
の
傘
下
に

入
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
に
急
派
さ
れ
、
米
軍
の

最
強
軍
団
と
激
戦
の
末
玉
砕
し
ま
し
た
。
そ
し
て
第
三
師

団
は
駐
蒙
軍
と
し
て
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
日
本
軍
戦
車
と
米
軍
戦
車
の
性
能
を
比
較
し
ま

す
。
例
と
し
て
米
軍
Ｍ
４
シ
ャ
ー
マ
ン
型
は
装
甲
八
〇
ミ

リ
、
七
五
ミ
リ
砲
一
門
、
機
関
砲
三
丁
並
び
に
火
炎
放
射

器
を
有
し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
軍
九
七
式
最
新
形

戦
車
で
は
装
甲
三
五
ミ
リ
、
砲
は
四
七
ミ
リ
一
門
、
機
関

銃
二
で
し
た
。

ま
た
戦
車
師
団
と
言
っ
て
も
戦
車
の
み
で
は
編
成
で
き

な
い
。
補
助
・
援
護
・
支
援
・
補
給
・
衛
生
看
護
な
ど
の

全
兵
科
、
さ
ら
に
歩
兵
・
捜
索
・
砲
兵
・
工
兵
・
輜
重

隊
・
野
戦
病
院
な
ど
全
兵
科
の
協
力
あ
っ
て
は
じ
め
て
活

躍
で
き
る
の
で
す
。
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自
分
は
戦
車
第
三
師
団
の
高
射
砲
中
隊
で
一
個
中
隊
百

五
十
人
で
高
射
砲
三
門
・
機
関
砲
六
門
・
小
銃
の
徒
歩
分

隊
で
す
。
自
分
は
観
測
班
（
測
遠
器
）
で
眼
鏡
係
だ
っ

た
。
そ
し
て
昼
夜
の
別
な
く
輪
番
に
て
眼
鏡
を
覗
き
、
天

空
と
地
平
を
警
戒
し
て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
夜
間
の
分
哨

（
衛
兵
）
勤
務
は
免
除
で
し
た
。

昭
和
十
九
年
四
月
二
十
日
、
牡
丹
江
か
ら
よ
う
や
く
本

隊
に
追
随
で
き
、「
河
南
作
戦
」
で
開
封
西
方
・
黄
河
の

敵
前
渡
河
を
行
い
ま
し
た
。
第
三
十
七
師
団
（
冬
兵
団
）

九
州
男
子
の
熊
本
・
都
城
・
鹿
児
島
の
健
脚
師
団
が
渡
河

せ
ん
と
す
る
の
を
、
空
か
ら
の
敵
の
襲
撃
に
対
し
て
我
が

隊
は
砲
座
を
整
え
、
観
測
は
一
羽
の
小
鳥
も
見
落
と
さ
ぬ

心
意
気
で
、
全
軍
布
陣
し
ま
し
た
。
自
分
と
し
て
は
初
陣

で
す
。
小
便
を
ち
び
る
く
ら
い
緊
張
し
ま
し
た
。
以
後
は

各
戦
線
に
参
加
す
る
度
に
度
胸
が
つ
い
て
、
身
近
に
落
ち

る
爆
弾
・
砲
弾
・
小
銃
弾
等
々
、
そ
の
空
気
の
摩
擦
音
で

弾
着
が
判
明
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

同
年
六
月
末
頃
、
戦
車
第
三
師
団
は
機
動
開
始
、
進
軍

で
す
。
そ
し
て
同
行
の
防
空
掩えん
護ご
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

敵
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
ン
Ｂ
25
は
中
型
爆
撃
機
で
す
。
カ
ー

チ
ス
Ｐ
40
戦
闘
機
は
超
低
空
で
飛
来
し
銃
撃
を
反
復
繰
り

返
す
。
低
空
の
た
め
に
弾
幕
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
残

念
な
が
ら
も
致
し
方
な
し
で
し
た
。
戦
車
第
十
七
連
隊
と

同
じ
防
空
掩
護
に
任
ぜ
ら
れ
（
第
十
七
連
隊
は
嵩
県
支
隊

と
言
う
）、
引
き
続
き
竜
門
攻
略
戦
に
同
行
し
防
空
掩
護

の
任
に
当
た
り
ま
し
た
。
勿
論
高
射
砲
、
高
射
機
関
砲
、

高
射
機
関
銃
で
す
。
自
分
は
砲
座
よ
り
少
し
離
れ
た
所
で

観
測
し
て
い
ま
し
た
。
発
砲
、
発
射
の
指
示
を
出
す
の
で

緊
張
し
ま
し
た
。
一
発
の
砲
弾
・
弾
丸
を
無
駄
に
使
用
し

て
は
駄
目
だ
一
発
必
殺
の
心
構
え
で
戦
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
洛
寧
攻
略
戦
（
捜
索
隊
）
の
防
空
掩
護
、
洛

陽
包
囲
攻
略
戦
の
防
空
掩
護
、
霊
宝
作
戦
の
防
空
掩
護
に

当
た
り
ま
し
た
。
中
条
山
脈
周
辺
に
布
陣
し
、
黄
河
の
要

衝
函
谷
関
の
激
戦
は
昭
和
十
九
年
六
月
十
日
、
十
一
日

だ
っ
た
と
記
憶
し
ま
す
。
こ
の
時
は
高
射
砲
の
地
上
射
撃

を
敢
行
し
た
の
で
す
。
信
管
弾
着
炸
裂
が
一
〇
〇
か
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
、
時
間
で
二
、
三
秒
に
て
炸
裂
で
す
。
砲
手
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も
生
き
た
心
持
ち
せ
ず
だ
っ
た
と
後
刻
話
し
て
い
ま
し

た
。
但
し
威
力
の
程
は
驚
く
程
で
し
た
。

作
戦
が
一
段
落
し
ま
し
た
の
で
覇
王
城
（
黄
河
南
岸
）

へ
帰
陣
し
ま
し
た
。

同
年
七
月
五
日
よ
り
中
支
第
十
一
軍
に
よ
る
湘
桂
作
戦

に
参
加
し
ま
し
た
。
戦
車
第
三
師
団
よ
り
独
立
戦
車
第
六

旅
団
が
新
し
く
編
成
さ
れ
、
京
漢
沿
線
か
ら
漢
口
に
行
動

し
ま
し
た
。
七
月
二
十
三
日
頃
か
ら
八
月
二
十
二
日
と
思

い
ま
す
。
こ
の
間
漢
口
に
お
い
て
各
兵
器
、
車

整
備
及

び
物
資
の
補
給
等
々
の
た
め
滞
在
し
ま
し
た
。
但
し
要
地

防
空
の
任
務
の
為
に
我
が
中
隊
は
瞬
時
の
休
養
も
な
く
警

備
警
戒
の
任
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
も
漢
口
に

は
発
電
設
備
が
あ
り
、
何
カ
月
ぶ
り
か
に
電
灯
の
光
の
下

で
小
豆
島
の
家
族
宛
に
軍
事
郵
便
は
が
き
を
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
文
面
も
簡
単
な
も
の
で
「
皆
さ
ん
元
気
で

す
か
、
吾
れ
壮
健
な
り
」
と
だ
け
、
軍
事
秘
密
で
軍
事
及

び
居
所
等
は
記
入
厳
禁
で
し
た
。
こ
こ
で
軍
は
充
分
英
気

を
養
い
ま
し
た
。

い
ざ
始
動
と
な
り
揚
子
江
（
長
江
）
を
渡
河
し
て
武
昌

か
ら
湖
南
省
、
そ
し
て
広
西
省
へ
と
進
軍
し
ま
し
た
。
そ

の
間
幾
多
の
戦
闘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
制
空

権
は
敵
（
米
軍
）
の
手
中
に
あ
り
、
友
軍
の
飛
行
機
は
一

機
も
飛
来
せ
ず
、
こ
の
た
め
昼
間
の
行
動
は
不
能
で
、
す

べ
て
夜
間
行
動
、
行
進
で
し
た
。
友
軍
の
戦
車
や
貨
物
自

動
車
等
の
残
骸
が
至
る
所
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る

峠
道
で
は
幾
十

も
の
自
動
車
が
攻
撃
を
受
け
、
先
頭
車

と
最
後
尾
車

が
火
災
を
起
こ
し
、
中
間
車

は
全
部

中
国
軍
に
攻
撃
さ
れ
壊
滅
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

昭
和
十
九
年
八
月
二
十
三
日
か
ら
の
足
跡
を
中
隊
行
動

記
録
よ
り
辿
り
ま
す
と
、
漢
口
｜
武
昌
｜
長
安
｜
長
沙

｜
衝
陽
｜
五
糖
｜
洪
橋
｜
祁
陽
｜
全
県
｜
桂
林
｜
柳
州
へ

と
、
同
年
十
一
月
二
十
七
日
ま
で
機
動
し
、
要
点
地
区
及

び
戦
闘
時
に
は
防
空
軍
掩
護
の
任
を
全
う
し
ま
し
た
。
中

で
も
十
一
月
の
柳
州
攻
略
戦
は
悲
惨
と
言
う
か
壮
烈
で
し

た
。
敵
の
正
規
軍
に
よ
る
猛
反
撃
で
、
多
数
の
重
火
器
で

の
攻
撃
で
し
た
。
そ
し
て
二
十
七
日
よ
り
柳
州
飛
行
場
の
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要
地
防
空
の
任
に
就
き
ま
し
た
。
友
軍
機
は
一
機
も
い
な

い
が
、
敵
に
使
用
さ
せ
ぬ
た
め
で
し
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
二
十
日
、
里
春
嶺
討
伐
作
戦
参
加
、

第
三
師
団
（
幸
兵
団
）
名
古
屋
編
成
騎
兵
第
三
連
隊
と
の

共
同
作
戦
で
し
た
。
同
年
三
月
八
日
、
臨
時
機
関
砲
中
隊

が
新
し
く
編
成
さ
れ
ま
し
た
（
志
水
隊
で
す
。
わ
が
隊
で

す
）。三

月
二
十
一
日
、
戦
一
捜
索
隊
（
防
空
隊
・
隣
接
部

隊
）
並
び
に
戦
車
第
二
十
六
連
隊
等
に
改
編
さ
れ
ま
し

た
。
尚
前
年
の
夏
に
硫
黄
島
に
転
出
し
た
部
隊
は
全
滅

だ
っ
た
と
の
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
部
隊
に
は
、
ロ

ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
馬
術
競
技
の
メ
ダ
リ

ス
ト
・
西
中
佐
が
お
り
、
名
誉
の
戦
死
を
さ
れ
ま
し
た
。

同
年
五
月
二
十
日
、「
イ
号
反
転
作
戦
」
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
作
戦
は
大
陸
を
縦
断
し
て
朝
鮮
か
ら
仏
印

ま
で
打
通
し
、
所
在
の
米
軍
を
撃
破
し
、
基
地
を
占
領
・

没
収
す
る
「
大
陸
打
通
作
戦
」
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
本
時

点
に
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
持
久
戦
に
入
り
、
ビ
ル
マ
方
面
は

敗
戦
の
極
に
達
し
、
沖
縄
は
激
戦
の
最
中
だ
っ
た
由
（
自

分
達
は
何
も
知
ら
ず
だ
っ
た
）
で
す
。

昭
和
二
十
年
六
月
四
日
、
広
西
省
脚
板
川
橋
梁
警
備
掩

護
中
に
、
米
機
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
ン
Ｐ
51
戦
闘
機
編
隊
に

超
低
空
攻
撃
を
受
け
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
第

二
小
隊
長
戦
死
の
ほ
か
重
軽
傷
者
が
多
数
出
ま
し
た
。
そ

の
後
、
敵
空
襲
に
は
最
大
の
神
経
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
自
分
達
の
防
空
隊
の
責
任
に
お
い
て
敵
機
の

跳
躍
を
許
す
な
と
い
う
思
い
で
し
た
。
払
暁
・
薄
暮
の
頃

に
飛
来
し
て
落
下
傘
爆
弾
や
小
型
爆
弾
を
高
度
よ
り
落
下

し
て
飛
び
去
る
た
め
高
射
砲
も
機
関
砲
も
弾
着
で
き
ず
、

敵
の
独
壇
場
で
し
た
。

ま
た
、
炎
天
下
で
あ
り
、
マ
ラ
リ
ア
、
ア
メ
ー
バ
ー
赤

痢
等
の
風
土
病
に
罹
り
、
不
潔
か
ら
く
る
皮
膚
病
や
虱
の

繁
殖
な
ど
で
全
軍
の
体
力
は
極
端
に
弱
ま
っ
て
き
ま
し

た
。昭

和
二
十
年
七
月
二
十
六
日
、
大
溶
江
口
、
軍
橋
防
空

掩
護
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
衝
陽
・
シ

江コウ
作
戦
の
敗
北
に

よ
り
第
十
一
軍
の
柳
州
へ
後
退
（
転
進
命
令
）
命
令
が
あ
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り
ま
し
た
。
名
古
屋
（
幸
兵
団
）
仙
台
（
鏡
兵
団
）
と
記

憶
し
ま
す
。
最
後
尾
の
殿
は
広
兵
団
で
九
州
男
子
の
勇
猛

師
団
で
し
た
。
蔣
介
石
の
正
規
軍
と
毛
沢
東
の
共
産
軍
が

我
先
に
と
急
追
、
来
襲
し
、
独
立
混
成
旅
団
が
軍
橋
を
守

備
し
て
い
ま
し
た
。
油
日
照
り
の
無
風
状
態
の
日
が
何
日

も
何
日
も
続
い
た
時
で
し
た
。
我
が
隊
は
全
軍
の
渡
橋
を

見
極
め
た
後
に
工
兵
隊
が
爆
破
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

各
砲
座
を
据
え
着
け
て
い
ま
し
た
。

同
日
十
時
頃
に
爆
音
激
し
く
敵
機
Ｐ
51
四
機
が
来
襲
し

ま
し
た
。「
ス
ワ
敵
襲

御
座
ん
な
れ
」
と
。
橋
梁
は

全
軍
が
渡
る
間
に
爆
破
さ
れ
た
ら
大
変
だ
。
一
番
機
が
機

銃
掃
射
し
て
上
昇
す
る
。
二
番
機
が
急
降
下
し
て
来
た
。

弾
薬
が
乏
し
く
射
撃
も
抑
制
し
て
い
ま
し
た
が
発
砲
命
令

が
出
て
見
事
命
中
、
空
中
爆
破
で
墜
落
し
ま
し
た
。
パ
イ

ロ
ッ
ト
は
米
軍
中
尉
で
し
た
。
遺
体
の
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
は

若
い
女
性
と
幼
児
の
写
真
が
あ
り
「
お
互
い
な
ん
の
憎
し

み
も
無
い
の
に
殺
し
合
う
非
道
、
こ
れ
が
戦
争
な
ん
だ
」、

彼
の
血
潮
も
こ
の
大
地
の
草
木
の
糧
と
な
っ
た
の
で
す
。

ひ
た
す
ら
冥
福
を
祈
っ
た
も
の
で
す
。

昭
和
二
十
年
七
月
二
十
九
日
、
軍
橋
を
工
兵
隊
が
爆
破

し
、
陣
地
を
撤
去
し
ま
し
た
。
同
年
八
月
二
十
二
日
に
湖

南
省
湘
橋
に
お
い
て
終
戦
を
知
り
ま
し
た
。
一
カ
月
余
り

北
進
し
、
十
月
一
日
長
沙
に
て
、
蔣
介
石
の
中
国
正
規
軍

部
隊
に
武
器
を
接
収
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
一
個
中
隊
に

三
八
式
騎
兵
銃
を
十
五
丁
、
自
衛
の
た
め
に
貸
与
さ
れ
ま

し
た
。
思
え
ば
昭
和
十
九
年
三
月
一
日
に
軍
人
と
し
て
正

装
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、
昭
和
二
十
年
十
月
ま
で
の
一
年

八
カ
月
間
、
軍
帽
（
戦
闘
帽
子
）
は
一
度
も
洗
濯
し
た
こ

と
無
し
で
し
た
。
自
分
の
汗
と
垢
が
滲
み
込
ん
で
い
る
宝

物
の
よ
う
で
し
た
。

昭
和
二
十
年
十
月
十
五
日
、
中
支
江
西
省
湖
口
の
山
奥

張
村
に
一
時
抑
留
さ
れ
、
少
し
経
過
し
た
時
に
劉
官
人
村

に
移
動
、
こ
こ
で
抑
留
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
捕
虜
と

言
っ
て
も
終
戦
に
よ
る
捕
虜
で
す
か
ら
誰
一
人
と
し
て
卑

屈
に
な
る
こ
と
な
く
、
そ
の
日
そ
の
時
の
労
役
に
服
し
て

い
ま
し
た
。
作
業
は
す
べ
て
軽
作
業
で
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
の
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。
蔣
介
石
総
統
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は
日
本
軍
捕
虜
に
、
新
春
に
対
し
て
特
別
の
食
事
を
与
え

よ
と
指
示
命
令
し
た
と
か
。
中
国
は
春
分
の
日
が
春
慶
節

と
言
っ
て
一
番
大
切
な
年
初
め
の
祝
日
で
す
。
日
本
の
風

習
や
文
化
を
熟
知
し
て
い
る
の
で
感
服
し
ま
し
た
。

同
年
五
月
十
五
日
、
帰
国
命
令
に
依
っ
て
湖
口
よ
り
乗

船
し
揚
子
江
を
下
り
、
江
蘇
省
、
南
京
を
経
て
上
海
に
到

着
し
ま
し
た
。
同
月
末
の
三
十
一
日
、
上
海
港
か
ら
日
本

船
「
大
瑞
丸
」
に
乗
船
出
帆
し
ま
し
た
。
六
月
二
十
三
日

鹿
児
島
に
上
陸
、
二
年
四
カ
月
ぶ
り
に
日
本
の
土
を
踏
み

し
め
ま
し
た
。
身
体
検
査
及
び
消
毒
、
検
疫
を
す
ま
せ
市

内
の
高
島
屋
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

翌
二
十
四
日
、
同
屋
上
に
お
い
て
東
方

拝
を
行
い
、

解
隊
式
に
て
全
員
解
散
で
し
た
。
そ
し
て
援
護
局
よ
り
交

通
切
符
と
幾
許
か
の
金
子
を
受
け
取
り
、
一
路
鹿
児
島
本

線
に
て
北
上
し
、
出
陣
時
の
門
司
か
ら
下
関
と
山
陽
本
線

の
岡
山
ま
で
来
ま
し
た
が
、
大
き
な
街
は
全
部
壊
滅
し
て

い
ま
し
た
。
岡
山
か
ら
故
郷
小
豆
島
へ
の
船
便
に
て
懐
か

し
く
美
し
い
我
が
故
郷
に
帰
り
ま
し
た
。
皆
元
気
で
し

た
。
先
祖
の
霊
に
手
を
合
わ
せ
無
事
帰
還
の
報
告
行
い
、

翌
日
は
近
隣
や
親
戚
巡
り
で
礼
を
述
べ
、
即
働
く
こ
と
が

頭
に
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

農
業
は
勿
論
の
事
、
林
業
に
も
手
を
出
し
て
、
日
本
国

復
興
・
再
建
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
造
園
業
も
や
り
ま
し

た
。
消
防
団
に
も
入
団
し
て
村
の
防
災
に
も
少
し
は
貢
献

し
ま
し
た
。
年
々
す
べ
て
が
整
備
さ
れ
、
道
路
事
情
も
良

く
な
り
、「
フ
ェ
リ
ー
」
が
で
き
て
自
動
車
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
油
に
着
目
し
て
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を

経
営
し
、
現
在
は
老
後
を
幸
福
に
生
き
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
中
国
大
陸
で
草
む
す
屍
と
な
ら
れ

ま
し
た
各
々
戦
友
霊
位
の
泰
ら
か
な
眠
り
を
祈
っ
て
い
ま

す
。
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